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１. 「食を核とした地域活性化支援事業」－公募は１２／８（水）まで－

事業の背景

地域を活性化するには、それぞれの地域の特色ある資源を活用し、地域が一体となって取

り組むことが効果的で速効性があります。

この場合、ご当地グルメ等に見られるとおり、地域の資源である「食」を核とした取組や、

商売施設（道の駅等）・滞在型集客施設等と連携して商品やメニュー開発を行う取組など、

「食」を核とするとともに、単に一次産業の振興のみならず地域が一体となった地域興しの

ような発進力のある取組が効果的であり、大きな経済効果が期待できます。

事業の公募締め切り

平成22年12月８日（水）17時

地元産大豆を使ったご当地グルメで地域興しに取り組みたい！と

お考えのみなさん、詳しい情報については農林水産省ホームページ

をご覧ください。

http://www.maff.go.jp/j/supply/hozyo/soushoku/101118_1.html

２. 第39回 全国豆類経営改善共励会にぜひご参加ください！

第39回（平成22年度）全国豆類経営改善共励会の募集が始まっています。この共励会では、生

産の向上や経営改善を図りながら、実需者ニーズにも対応する先進的な生産者を表彰しています。

近年は、生産コスト低減を図る栽培管理、排水対策や適期防除、また実需者対応や「地産地消」

を意識した取組などが評価ポイントの１つとなっています。

他の模範となる農家、集団のみなさまの多数の参加をお待ちしています。

参加申込の締切； 平成22年12月24日（金）
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参 加 申 込 先； 以下、各県事務局までお願いします。

新潟県 農林水産部 農産園芸課 （025-280-5296）

富山県 農林水産部 農産食品課 （076-444-3283）

石川県米麦改良協会 ［JA全農石川県本部米穀課内］（076-240-5335）

JA福井県経済連 指導販売部 生産指導課 （0776-27-8256）

（↓ 北陸ブロックのこれまでの受賞者の概要については北陸農政局ホームページをご覧下さい）

http://www.maff.go.jp/hokuriku/seisan/daizu/kyoreikai.html



- 3 -



- 4 -

【レポート】

北陸農政局「消費者の部屋」展示について

平成22年11月15日から26日にかけて、広坂合同庁舎（石川県金沢市香林坊2－2－60）1階の、

北陸農政局「消費者の部屋」において、「北陸産麦・大豆でヘルシーな毎日！」と題して展示を

行いました。

見ていただく方によりわかりやすいように、パネルとパンフレットだけではなく、畑から土付

きで抜いてきた収穫期の大豆や大麦、職員の協力により集めた国産（特に北陸各県産）原料を使

用した加工食品（の容器）を展示しました。見に来られた方は、「この豆腐は見たことある～石

川県産大豆を使ってるんや。」などと話しておられましたが、このように地元産原料を使った商

品を紹介することで消費者の皆様にちょっと意識していただいて、毎日のお買い物の際に、少し

でも地元産原料を使用した加工食品を選んでいただけるようになったらいいなと思いました。

期間中には、350名の方に来場いただきました。ご来場くださいました皆様、ありがとうござ

いました。

【全景２】

【全景１】 【全景３】

【国産（特に北陸各県産）大豆を原料とした加工食品】 【国産（特に北陸各県産）大麦を原料とした加工食品】
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【北陸で主に栽培されている大豆・大麦の品種の紹介】 【いつも人気のレシピ集】

【（左）茎、莢、実に分解した一株の大豆。

（右）土を洗い落として根が見えるようにした大豆。

根粒についての説明も付けました。】

【大豆の草姿を知っていただくために、土ごと

掘り上げて展示した収穫期の大豆】


